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紀陽フィナンシャルグループ（株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）およびグループ会社）は、持

続可能な社会の実現に向け「サステナビリティ基本方針」を策定し、本方針に基づき「マテリアリティ

（重要課題）」の設定および「ＳＤＧｓ宣言」の改定をおこないましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

記 

１． サステナビリティ基本方針の策定 

社会課題がグローバル化かつ多様化するなか、地域金融グループとしてステークホルダー（地

域社会・顧客・株主・従業員等）との協働による持続可能性を意識した企業経営がより一層求め

られております。そうしたなか、当行グループのあらゆる企業活動における持続可能な社会の実

現に向けた基本的な考え方として「サステナビリティ基本方針」を策定いたしました。 

 

 

【紀陽フィナンシャルグループ サステナビリティ基本方針】 

経営理念である「地域社会の繁栄に貢献し、地域とともに歩む」の実現に向け、あらゆる企業

活動において地域経済の成長と社会課題の解決に貢献します。 

ステークホルダー（地域社会・顧客・株主・従業員等）と当行グループ双方にとって重要な課

題をマテリアリティ（重要課題）として設定し、中長期的な観点から経営と一体化した取組を推

進します。 

 

 

２． マテリアリティ（重要課題）の設定 

サステナビリティ基本方針に基づき、当行グループの企業経営に対する重要性に加えて、メガ

トレンド（巨大な社会変化の潮流）や地域社会を取り巻く中長期的な課題を踏まえたステークホ

ルダーにとっての重要性を勘案し、マテリアリティを設定いたしました。 

 

  【設定した５つのマテリアリティ】 

（１） 地域経済の発展 

（２） 人的資本の最大化と持続性向上 

（３） ガバナンスとコンプライアンスの強化 

（４） 気候変動への対応 

（５） オペレーショナル・レジリエンスの確保 

 

（マテリアリティに対する主な取り組みについては、当行ホームページをご参照ください。） 

 

 

 
「紀陽フィナンシャルグループ サステナビリティ基本方針」の 

策定等について 

https://www.kiyobank.co.jp/investors/ir/sustainability/index.html


３. ＳＤＧｓ宣言の改定 

２０１９年３月、「紀陽銀行 ＳＤＧｓ宣言」の策定をおこない、事業活動を通じてＳＤＧｓ

（持続可能な開発目標）の達成に貢献し、地域社会とともに持続的に成長することを目指してま

いりました。今般、「紀陽フィナンシャルグループＳＤＧｓ宣言」としてグループの宣言に改定を

おこない、設定したマテリアリティに沿って重点取組項目を改定いたしました。 
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